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２．研 究 方 法 ： 設定した調査項目を中心に面接調査を行った。調査項目は健康問題 ･ 機
能障害、生活状況、生活環境・活動参加ニーズ、自己の存在感 ･ 役割、
















　A 施設を取り上げた理由は、開設 16 年の大規模的な介護老人福祉施設で、入所者




　面接調査は、1 日に 2 名、延 5 日間にわたって実施した。















































　　A 介護老人福祉施設デイサービス利用者、女性 10 名
6 田園調布学園大学紀要
柴原君江
　　年齢 92 ± 72 歳、平均 84.2 歳
２．研究期間　






氏名1 .  健 康 問 題 ･
機 能 障 害
2 . 生 活 状 況 3 . 生 活 環 境 4 . 社 会 活 動 ･
　  活 動 参 加
ニ ー ズ
5 .  自 己 の 存
在 感 役 割
6 . 意 思 決 定・
　  心身機能改
善 ニ ー ズ
7 .  豊かな居場
所
8 .  疎 外 感 ・
　 自 尊 心 の
　  喪 失














が 必 要。 他、
易 感 染 症 あ
り、 要 注 意。




移 動： 左 4
点杖、右Ｔ字
杖 使 用 す る。
側 に つ き 見
守 り が 必 要。
長距離、長時






















Ｈ 18 年 3 月
より利用開始。
週 2 回の利用。
月 1 回 ヘ ル
パーと病院受
診。家族が外


















娘 と の 同 居。






































て き て い る。
高 血 圧 (60 歳
代 か ら ）　 腰














Ｈ 19 年 1 月
より週 2 回デ





的。 ま た、 個
別機能訓練は













と 助 け 合 っ







































高 血 圧 ( Ｈ 2





Ｈ 15 年　 転
倒 し、1 か 月
入院杖歩行、
長距離は車椅
子 使 用 す る。
薬も自己管理
長男夫婦、孫




Ｈ 15 年 10 月
よりデイ利用
開 始。 週 に 2
回利用。外出
の機会をもつ
た め に 利 用。
機能訓練は積











て 積 極 的 に
行っている。
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と 二 人 暮 し。
日 中 は 一 人。
猫 が 大 好 き
で、5 匹 飼 っ
ている。

































関節症 ( Ｈ 13
年、左ＯＰＥ、



















居 し て い た
が、 Ｈ 20 年
































護 度 2 か ら 1
になるように
したい。



























帯 電 話 も 所
持。 金 銭 管
理も行ってい
る。単独での
外 出 も 行 う。
( 団 地 の 近 隣
のみ）
長男夫婦との
3 人 暮 ら し　
現在の団地に
30 年間、生活。















































の 話 で し ょ」
と、時代の違




































































し て も ら え
る。こういう


















安 定 し て い
る。時に体調










助。 自 立、 ヘ
ルパー月 2 回、
スーパーで買





Ｈ 12 年 息 子
死亡。











や っ て き た。
今できなくな
り 淋 し い が、
やってきたこ
とは満足。今




味 も 多 く 習
字、陶芸、バ
イトなどがん
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と 電 話 で 交
流、他者との
交 流 は 良 好。
旅行、買い物
が趣味であっ
た が、 今 は
デイが楽しみ























元 気 に な っ
















て き た こ と、
今までやって
来たことがで
き な く な っ
た。 し か し、
夫が家族のた
めに働き、生




健 康 の こ と、
関節の痛みか
ら、今後どう



































家 族 関 係 良
好、長女夫婦
と 孫 1 人。2
世帯住宅だが
独居状態でで




Ｈ 16 年 よ り
デイ参加


















































食 欲 が な く、
通常の量の 2





































































































































































































































































































































 1  ）古川は「生活支援の社会福祉学」のはしがきにおいて、生活支援という概念を以下のように位置づけている。
　 現代社会においてますます多様化し、複雑化、高度化する傾向を見せる生活問題（その現象形態としての社会的
援助ニーズ）に関わるマクロ（政策の立案 ･ 企画 ･ 策定）からメゾ（制度の運営 ･ 管理）、そしてミクロ（援助活
動）に及んで社会的に準備され、適用される各種の生活支援関連の施策群、すなわち生活問題に対応し、その
解決緩和を図ろうとする社会的施策群に関わりをもつ概念として位置づけることにしたい。
 2  ）中村は「心の居場所」の条件として、居場所の「なさ」が実感された時に明らかになる逆説的概念である。心
理的要因を多分に含んだいわば自己の存在を確認できる場であり、他者とのつながりが重要であるとしている。
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